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令和 7年度第 1回地域連携推

進会議について 
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氏 
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カーサにしき 
原因となった 

文 書 番 号 

   発 

第   号 
管理者 

八巻 哲志 

標記の件について、下記の通り報告いたします。   

記 

日 時： 令和７年 １２月 ２２日（月）１０：００～１１：２０ 

場 所： 登米市社協障害者ケアホーム「カーサにしき」リビング 

出席者： 入居者代表 佐々木委員、入居者家族代表 菊地委員、所在行政区長 泉委員、所在地区 

     民生委員 遠藤委員、登米市生活福祉課 太田委員、本部介護福祉課佐藤課長、八巻管理 

者、高橋サービス管理責任者、宮岸生活支援員 

内 容：   

１．開  会 

２．開会挨拶   八巻管理者 

３．出席者紹介  高橋サビ管より名簿順に紹介 

４．委嘱状交付  八巻管理者より委員へ交付 

５． 委員長、副委員長の選任 

   ・委員の互選により、委員長を泉委員、副委員長を遠藤委員とする。 

６． 報告・協議事項  進行：泉委員長 

（１）入居者の生活状況について  高橋サビ管より資料説明 

    質疑事項なし 

（２）行事等の報告について  高橋サビ管より資料説明 

      ・ＢＣＰとは→業務継続計画（Business Continuity Plan）。災害や感染症蔓延の状況 

であっても業務が継続して行えるよう、緊急時の対応方法や連絡体制などをまとめた 

計画。障がいサービスでは令和６年度より策定と施行が義務化となっている。 

     （３）ショートステイ利用状況について 高橋サビ管より資料説明 

      ・6 月～9 月に 1 名がショートステイ利用し、9 月にカーサにしきへ入居となった。 

      ・10 月～12 月に 1 名がショートステイ利用し、令和 8 年 1 月にカーサにしきへ入居予

定となっている。 

     （４）職員体制について 高橋サビ管より資料説明。 

      Q．夜間支援員の勤務時間は。 

      八巻：18：30 から翌 6：30 まで。 
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     高橋：夜間は事務所で待機し、居室と事務所をつなぐナースコールがあり対応する。巡回 

でも入居者の安全を確認している。近隣のグループホームでも夜間支援員を配置している 

ところは少なく、安心面でカーサにしきの売りとなっている。 

      Q．職員の異動はあるか。 

     八巻：資料に記載の職員については、管理者以外の人事異動ほぼ無い。 

     佐藤：実施している異動希望調査にもよるが。夜間支援員について、現在は足りているが 

求人が出た場合はぜひ職員としてこの地域の皆さんの中からもお願いしたい。 

      Q．これまで夜間の事故はあったか。 

     高橋：体調変化により家族に連絡したり病院受診はあったが、救急搬送の事例はない。 

      Q．避難訓練等は計画的に行っているものか。 

     八巻：年に 4 回計画を立て実施している。 

     （５）「カーサにしき」に対する質問、要望、助言等   

八巻管理者より行事や訓練の様子、パンフレットの説明を行う。         

      Q．利用待機者はいるか。 

     高橋：満室になると空室が出るまでの期間が長くなるため、待機者という形にはしていな 

いが、空室が出た場合は見学や問い合わせされた来た方などへ声掛けをしている。 

      Q．ショートステイはどのように利用しているのか。 

     高橋：空室を利用してのショートステイを行っているため、満室だとショートステイは利 

用できない。ショートステイで試し、入居となる方も多い。 

      Q：施設として良い取り組みだと思う。ここで寝泊まりしながら、それぞれ仕事にも行

く。家族だけでは難しいところもある。 

      Q．登米市内で将来的にも障害のグループホームを利用したいと考えている人は何人ほ

どいるものなのか。 

   太田委員：将来的にはグループホーム入所も考えながらも、ショートステイで訓練しながら試

す方が多い。ショートステイ利用している方は登米市内で２００～３００名程度。 

      Q：家族の体調変化などで、急遽グループホームを利用したくても満室だと利用できな

いと思うが、そのあたりの体制整備については。 

   太田委員：障がい者については相談支援事業所と緊急支援体制を構築している。家族が急遽体

調を崩しても事業者がすぐに対応できる体制づくりを進めている。 

      Q：障害者グループホームは市内にどのくらいあるのか。 

   太田委員：迫町内に５つのグループホームを持っている法人もある。市内は２０か所ほどとな

る。 

     佐藤：登米市社協で運営している南方あやめ園はまだ空きがあるので周知をお願いしたい。 

   菊地委員：親としては自分がいなくなった後を考える。娘が入居する前は買い物を娘が一人で

するということが考えられなかったが、カーサにしきは自分で行ける範囲に店もあ

り、近隣の皆さんに教えられながらお世話になっている。 

  佐々木委員：カーサで１２年暮らして、今は入居者６人でいろいろあったけど楽しく会話してき

た。この場所は病院もお店も近くていい場所だ。 

７．見 学 会  高橋サビ管より設備の説明を行う。 

８．閉  会  佐藤介護福祉課長  
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